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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論文は、全 5章で構成されている。 
第 1章のはじめにでは、企業が行う教育訓練とその変遷を振り返り、研修の位置づけ
と実施状況を述べ、研修を効果的なものとするためのフォローアップについて説明して
いる。企業の戦略的な人的資源管理においては、よい人材を確保するために従業員に対
する教育訓練が行われており、社会情勢や経営環境の変化に影響を受けながらも継続的
に実施されている。教育訓練は、職場で働きながら行われるOJT（On-the-Job Training）
が中心である一方、職場を離れて行う研修も OJT を補うものとして多くの企業で行わ
れている。研修には実施が単発的で学習が不十分になるという課題が存在し、このこと
を解消する手段としてフォローアップがある。 
フォローアップは研修で習得した技術の維持に役立つことなどが報告されているも
のの、企業研修での実施は少ない。その理由として、研修自体が計画的に行われていな
いことや、外部の研修受託機関に講師を依頼する状況もあり研修にかける人員・体制が
十分でないことがあげられるが、フォローアップの内容や方法を検討するための情報が
不足していることに本論文は着目している。以上のことから、本論文は研修内容の伝達
状況を定量化することを研究の目的とし、定量化した情報のフォローアップへの活用に
ついて検討を行っている。 
第 2章は方法である。伝達状況の定量化を試みる対象として、企業が行うメンタルヘ
ルス研修を取り上げている。多くの企業ではメンタルヘルス対策に取り組んでおり、具
体的な取り組み内容の一つとして労働者や管理監督者への研修が実施されている状況
がある。定量化情報の収集には KWM（Key Words Meeting）紙版を使用し、伝達内容
における重要な事柄を示すキーワード（以下、kw）が伝わったかどうかを調べた。対
象研修における伝達内容の重要な事柄である「メイン kw」と、メイン kw を説明する
「サブ kw」群で構成する複数のセットを研修講師が事前に準備し、これを記載した記
入用紙を研修終了後受講者に配布して、研修の中で記憶に残った kwについての回答を
収集した。 
第 3 章は結果である。メイン kw とサブ kw それぞれの記憶割合を集計することで、
kw別の伝達状況の定量化を実現した。また、各受講者の記憶に残った kw 数を調べる
ことによって、個人別の伝達状況を把握した。さらに、個人の kw記憶割合を用いてロ
ーレンツ曲線を描き、ジニ係数を計算することで、受講者集団内での伝達状況のばらつ
きを得た。 
第 4章は考察である。研修における学習は、満足度などの反応よりもレベルの高い研
修評価の項目として用いられており、受講者の探索的学習のプロセスの中では、学習内
容を認識・同定するツールとして言語が重要な役割を果たす。研修において kwという
言語情報の記憶を確認することは、学習の「直接的な根拠資料」としての特徴を持つも
のと考えられる。定量化した kw別の伝達状況から各 kwの記憶割合を比較することが
でき、フォローアップの実施において再伝達の対象とする kwを選定することに役立つ
と考えられる。個人別の伝達状況は、フォローアップの対象者とする受講者の選定や優
先順位づけに用いることができる。また個人の kw 記憶割合から算出したジニ係数は、
受講者集団のばらつき具合を表し、受講対象とする集団の再選定といった将来の研修企
画に有益な情報を得ることができる。 
本論文の研究対象としたメンタルヘルス研修のステークホルダー別に定量化情報の
活用を展望し、研修を委託した部門は研修企画の実施報告と改善に、医療職などの産業
保健スタッフには個人向けフォローアップの実行に役立つとしている。外部講師の立場
では、自身の講義の振り返りと、研修受託機関としてのサービス改善の双方に有益であ
るとしている。 
第 5章の総論では全体のまとめを行い、本論文が示した定量化の方法により継続学習
を調べることや、研修で得た知識と日常業務との接続を調べることを今後の課題として
述べている。 
企業研修においてアンケートやテストは実施されているものの、研修内容が伝わって
いるかどうかは把握されておらず、本論文は kwという研修内容そのものの伝達状況に
着目し定量化方法を提案した点に新規性がある。学習の定量化が進むことにより、今後
は適切な教育研修プログラム提供のための企業−大学間の連携などが期待される。 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文に関し審査委員から、受講者、企業の研修部門、外部機関の講師それぞれに対
して有効な定量化し氷ノ山運用について質問がなされたが、いずれも著者から明確な回
答が得られた。 
また公聴会においては、伝達状況を踏まえて、次回以降の研修内容をどのような難易
度や情報量に改善すべきかという kw設定に対する質問がなされたが、著者の説明によ
って質問者の理解が得られた。 
以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（学術）の学位に十分値するものであると判断した。 
